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WILLIS CHURCH LAMOTT
（１８９３～１９６０）

・アメリカ長老教会宣教師
・明治学院高等学部教授

（１９２３～１９３８）

・１９３５年１２月
「不敬罪」容疑で高輪警察署より取り調べを受ける



御真影奉戴式（1938年11月20日）



東亜科の設置
（1940年4月）



ヘンリー・ボーベンカーク

 三重・阿漕教会での送別会の
様子



ハワード・ハナフォード



外国人教師は休
講（1941年）



湯浅八郎（1890～1981）

 ・京都帝国大学教授（1924～1934）

 ・同志社総長（1935～1937、1947～
1950）

 →戦前いずれにおいても、軍部や右派と
対立

 ・キリスト教に基づく国際主義の体現者

 留学（イリノイ大学）での経験

 （1916～
1921）

 アメリカ講演旅行（1939～1946）

 ・日米戦時下もアメリカに滞在



イリノイ大学YMCA総
主事ウィルソン宛書簡

 ・1939年5月9日付

 「今更科学研究の世界に戻る
のは難しく、キリスト教国際
主義の分野でなら、私自身の
役に立てる機会があるように
思えます」



田川大吉郎（1869～1947）
 ・ジャーナリスト、衆議院議員

 明治学院総理・学院長（1925～1935）

 ・基督教教育同盟会理事長（1927～1936）

 ・日本基督教連盟常議員

 ・中国と親和的

 ・上海に国際大学を作りたい、と主張

 「世界の親善と平和を希望する者は、これが設立のためつとめ
ねばならない」（田川『基督教の再生』）

 ・日本のキリスト教学校を開放して、中国からの留学生を歓迎
すべき」（田川『基督教学校を開放して中華留学生を歓迎する
の議』）

 ・戦中は上海に「亡命」、帰国後は都知事選や衆議院選に出馬



成瀬仁蔵（1858～1919）

 日本女子大学創設者（1901年） 初代学長

 帰一協会発案者の1人

 元牧師、梅花女学校教師・校長

 アメリカ留学経験者（東海岸）

 新史料発見（シカゴ大学で）

→E. バートン教授との交流



成瀬仁蔵
「我と云ふものゝ研究」

 1909年11月に発表

 「婦人が自分の目的を自覚する
事」

 ・「大目的、即ち人生終極の目
的は、個 人の目的も、国家社
会の目的も、宇宙の目的も調和
統一したものである。個人の目
的も、宇宙の目的も、決して矛
盾するものではない。必ず合致
する所があるのであります。此
処に全体の調和があり、我々の
生活の価値がある」


